
（別紙４）

～ 2026年　1月　15日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 2026年　1月　15日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 2026年　1月　15日

（対象数） 1 （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的な訪問支援を実現できるように、訪問先との関わりを

密にとっていきます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校訪問後には学校と事業所が同じ方向を向いて子どもを支

援していけるように、支援会議の機会を持ちたいと思いま

す。ケースによっては、学校と事業所、親御さん三者での

ケース会議の実施を検討します。

2

3

○事業所名 シーズゆう

○保護者評価実施期間 2026年　1月　8日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　8日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援後の対応として、お電話でのご相談になる場合が多い

です。

訪問支援後の時間を上手く確保できていませんでした。

保護者の方からの要望や訪問支援の必要性を丁寧に伺うことが

できます。

ご面談や日々のご相談の中で訪問支援の必要性を見出し、訪問

先との日程調整を計画的に進めています。

事業所における自己評価総括表公表


